
琵琶湖・淀川水系における水環境の安全性 

－ 微量有害物質・病原性微生物の現状と対策の視点検討 － 

琵琶湖・淀川流域には、人口や社会経済活動が

高度に集積した都市が形成されています。この都

市機能維持に必要な水は、琵琶湖をはじめ淀川水

系に大きく依存しており、上流から下流まで取排

水が混在しながら繰り返し利用される特徴があ

ります。 
その水質は、社会経済活動の発展と生産技術の

進歩やライフスタイルの多様化に呼応して、「公

害の時代」の有機汚濁問題から、琵琶湖でのカビ

臭、淡水赤潮の発生をはじめとして、微量有害物

質、環境ホルモンなど新たな有害物質の発生、水

系感染症の原因となる耐塩素性の病原性微生物

が確認されるなど、近年になるほど高度に多様化

する傾向にあり、流域の水循環過程における水質

管理をいっそう困難なものにしています。  
本機構では、琵琶湖・淀川水系における微量有

害物質・環境ホルモン及び病原性微生物について、

汚染実態、発生源の動向やその影響等を把握し、

「人に対する安全性の確保」と「生態系の保全」

を図るための、基本的な取り組みの方向性を検討

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたび、わたしたちの生活環境をとりまく微

量有害物質・環境ホルモン及び病原性微生物の存

在状況について、わかりやすく理解できるように

リーフレットにまとめました。 

 

 


